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徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
令
和
元
年
八
月
二
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で
の
間
、
当

該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
、
知

事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

所

在

面

積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

有
限
会
社
エ
イ
ノ
ー

阿
南
市
日
開
野
町
筒
路

阿
南
市
向
原
町
天
羽
畭

二
、
〇
二
三
・
〇
〇

四
七
番
地
六

一
三
二
番

同

同

同

四
、
八
六
八
・
〇
〇

一
五
七
番
一
ほ
か
二
筆

鈴
木

諫

同

長
生
町
寺
ノ
前

同

長
生
町
寺
ノ
前

八
、
二
三
三
・
〇
〇

二
五
番
地

一
番
一
ほ
か
八
筆

武
市

朋
也

同

宝
田
町
出
口
三

同

お
わ
た

九
、
五
八
九
・
三
〇

〇
番
地

八
番
ほ
か
十
九
筆

二

申
請
年
月
日

令
和
元
年
七
月
十
七
日

三

縦
覧
場
所

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
経
営
推
進
課
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁

舎
四

意
見
書
の
提
出
先

〒
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
経
営
推
進
課
農
地
活
用
担
当

電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
四
二
六



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

徳
島
県
豊
か
な
森
林
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
徳
島
県
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
森
林
管
理
重
点
地
域
の
指
定
が
失
効
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
内

容
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
の
種
別

第
一
種
森
林
管
理
重
点
地
域

二

指
定
の
効
力
を
失
う
区
域

那
賀
郡
那
賀
町
横
石
字
杉
山
一
の
一
三

三

指
定
の
効
力
が
失
わ
れ
た
日

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

国
土
地
理
院
長
か
ら
、
次
の
よ
う
に
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

測

量

の

種

類

測

量

を

す

る

地

域

測

量

を

す

る

期

間

基
本
測
量
（
防
災
対
策
地
域
水
準
測

海
部
郡
牟
岐
町
、
美
波
町

令
和
元
年
七
月
二
十
二
日
か
ら

量
）

及
び
海
陽
町

令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号

国
土
地
理
院
長
か
ら
、
次
の
よ
う
に
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

測

量

の

種

類

測

量

を

す

る

地

域

測

量

を

す

る

期

間

基
本
測
量
（
電
子
基
準
点
付
属
標
取

名
東
郡
佐
那
河
内
村

令
和
元
年
八
月
十
九
日
か
ら

付
観
測
）

令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
ま
で



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

Ｊ

Ａ

東

と

く

し

ま

令

和

元

年

荒

井

義

之

内

藤

幸

俊

小
松
島
市
堀
川
町
三
番
八
号

農

政

協

議

会

五

月

二

十

二

日

徳
島
市
北
出
来
島
町
二
丁
目
一
三
番

令

和

元

年

徳

島

県

警

備

業

連

盟

山

下

秀

夫

五

島

寛

治

地
一

五

月

三

十

一

日

令

和

元

年

中

西

あ

つ

し

後

援

会

中

西

淳

中

西

淳

阿
南
市
橘
町
幸
野
三
一－

七

五

月

三

十

一

日

令

和

元

年

前

田

晃

良

後

援

会

前

田

義

範

氏

久

重

二

板
野
郡
藍
住
町
富
吉
字
下
新
田
三
九

六

月

十

七

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

一

政
党
の
支
部

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

自

由

民

主

党

令

和

元

年

沖

野

雅

信

代
表
者
の
氏
名

沖

野

雅

信

村

田

泰

徳

島

内

航

海

運

支

部

五

月

二

十

一

日

自

由

民

主

党

徳

島

県

会
計
責
任
者
の

令

和

元

年

中

山

俊

雄

中

山

百

エ

長

浜

章

浩

小
松
島
市
・
勝
浦
郡
第
一
支
部

氏
名

五

月

一

日

代
表
者
の
氏
名

吉

﨑

高

市

兼

子

雪

雄

自

由

民

主

党

令

和

元

年

吉

﨑

高

市

徳

島

県

港

湾

支

部

会
計
責
任
者
の

六

月

一

日

石

原

誠

治

池

亀

憲

昭

氏
名

代
表
者
の
氏
名

森

寛

八

郎

原

田

幹

夫

自

由

民

主

党

令

和

元

年

森

寛

八

郎

松

茂

町

支

部

主
た
る
事
務
所
の

板
野
郡
松
茂
町
中
喜
来
字
稲
本

板
野
郡
松
茂
町
長
原
三
四
八－

六

月

四

日

所
在
地

一
五
七

二

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）



異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

会
計
責
任
者
の

令

和

元

年

徳
島
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

松

村

和

人

村

上

正

志

杉

本

宏

氏
名

五

月

十

八

日

令

和

元

年

徳

島

県

獣

医

師

連

盟

中

井

秀

明

代
表
者
の
氏
名

中

井

秀

明

土

橋

賢

治

五

月

三

十

日

令

和

元

年

い
わ

き

よ

し

じ

後

援

会

髙

岡

邦

芳

代
表
者
の
氏
名

髙

岡

邦

芳

岡

本

隆

次

六

月

十

五

日

代
表
者
の
氏
名

中

川

寿

香

池

内

寿

香

令

和

元

年

日
本
第
一
党
徳
島
県
本
部

中

川

寿

香

会
計
責
任
者
の

六

月

二

十

日

中

川

寿

香

池

内

寿

香

氏
名



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

来

代

正

文

後

援

会

来

代

正

文

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
五
日

長

尾

哲

見

後

援

会

長

尾

哲

見

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
九
日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
指
定
の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
八
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

芝

山

日

出

髙

資
金
管
理
団
体
の
届

資

金

管

理

団

体

の

名

称

取
消
年
月
日

出
を
し
た
者
の
氏
名

平

成

三

十

一

年

来

代

正

文

来

代

正

文

後

援

会

二

月

二

十

五

日

平

成

三

十

一

年

長

尾

哲

見

長

尾

哲

見

後

援

会

四

月

二

十

九

日


